
Ⅳ 構 成

令和３年度 長野市一般会計当初予算（案）のポイント

●基幹収入である市税が大幅に減収となるなか、引き続き人口減少・少子高齢化の進行に対応し、必要な
社会保障関係経費を確保した上で、令和元年東日本台風災害からの復興を加速

●新型コロナウイルスワクチン接種や検査体制の確保などの各種感染症対策を実施するとともに、消費喚
起を目的とした推し店プラチナチケット（第２弾）の発行や令和４年に延期された善光寺御開帳に向けた
取組みをはじめとした地域経済の活性化とまちの賑わいの創出など、市民生活の安全と安心を守る事
業に予算を重点配分

●「長期戦略２０４０」の実現に向け、起業を志す若者等を支援するスタートアップ企業の成長支援などの
新産業創出分野、さらに、ポストコロナ社会を見据えたＡＩやＩＣＴの活用による行政ＤＸ の推進、都市機能
全体の効率化へとつなげる「スマートシティ構想」への取組みや、移住・定住促進による人口増加への取
組みなど、今の市民も未来の市民も住み良い持続可能なまちの実現に向けた事業に予算を優先配分

１，５５２．８億円 （前年度比△１９２．４億円 、△１１．０％） <過去５番目の事業規模>

国の補正予算を活用した令和２年度３月補正予算額14.5億円を含めた実質的な予算額 ⇒ １，５６７．３億円
（ 令和元年東日本台風災害関連予算額を除いた前年度比較 ⇒＋２５．７億円 ）

１

希望ある未来につなげる 安全･安心予算
市民生活の安全確保と未来に向けて安心を実感できるよう、新型コロナウイルス感染症対策や令和

元年東日本台風災害からの復興の加速に主軸を置き、併せてポストコロナ社会を見据えた新たな取組
みや地域経済の活性化とまちの賑わいを創出する事業へ積極的に予算を配分し編成

〇市税の減収 535.6億円 〔前年度比 △29.1億円 △5.1%〕

〇社会保障関係経費の確保 483.5億円 〔前年度比 ＋ 8.0億円 ＋1.7%〕

〇新型コロナウイルス感染症対策関連事業 70.4億円 〔感染症対策、地域経済活性化･事業者支援〕

〇令和元年東日本台風災害関連事業 51.6億円 〔被災者支援、公共施設再整備等〕

〇「長期戦略２０４０」関連事業 6.5億円 〔新産業創出、先端技術活用等〕

〇まちのにぎわい創出事業 39.0億円 〔善光寺御開帳2022関連事業等〕
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※予算計上した主な事業：次ページ参照
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新型コロナウイルス感染症対策 【７０.４億円】

令和元年東日本台風災害 【５１.６億円】

２

◆災害公営住宅整備 【17.5億円】 豊野・美濃和田団地跡地に73戸分を整備<R3.11供用予定>

◆借上型応急仮設住宅の提供、建設型応急仮設住宅の管理運営 【2.4億円】

◆被災者に対するこころと身体のケア、見守り・相談支援 【6,033万円】 地域ささえあいセンターの運営等

◆信濃川水系緊急治水対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 【800万円】 河川防災ｽﾃｰｼｮﾝ（長沼支所、交流(水防)ｾﾝﾀｰ等）整備着手<R8.4供用予定>

◆（仮称）豊野防災交流ｾﾝﾀｰ整備 【2,141万円】 <R6.4供用予定> ◆(仮称)豊野消防分署整備 【1.6億円】<R4.5業務開始予定>

◆長沼保育園・長沼児童センター復旧 【9,193万円】 <保育園：R5.4供用予定、児童センター：R4.4供用予定>

◆災害関連復興道路整備 【7,002万円】 (仮称)長沼東西線、長沼135号線 <R8.4供用予定>

◆スポーツ施設復旧 【3.4億円】 長沼体育館、河川敷運動場３か所 ◆農業施設復旧(排水機場) 【15.5億円】 等

「長期戦略２０４０」 【６.５億円】

◆スタートアップ企業成長支援 【3,970万円】
善光寺門前ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾀｳﾝ構想の実現に向け、起業を支援
（助言・相談等個別支援、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ企業オフィス家賃支援）

◇サテライトオフィス等開設支援 【1.4億円】

市内民間施設へのｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽの整備等を支援

◆外部人材活用促進 【486万円】

◆起業家創出プログラム in 東京 【650万円】

◆プロジェクト調査・研究費ほか 【2,371万円】
戦略ﾏﾈｰｼﾞｬｰとともに新産業創出に係る調査・研究を実施

◆ゼロカーボン推進～ＳＤＧｓ推進～ 【3,098万円】

市有施設ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ事業、バイオマス産業都市の認定等

◆スマート農業推進 【1,200万円】

IoT活用実証実験(もも栽培)、ｽﾏｰﾄ農業機械の開発・導入支援

◆フォレストワーカー育成 【50万円】 林業の新規就業者支援

◆ながのジビエ普及促進 【910万円】ｼﾞﾋﾞｴﾒﾆｭｰ開発支援 等

◆スマートシティ推進 【2,430万円】
基本計画策定、(仮称)ｽﾏｰﾄｼﾃｨNAGANO推進協議会の設置

◆ＡＩ等先進技術活用 【3,066万円】
行政DXの推進（介護認定効率化,AIﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ導入,AI-OCR等）

◆防災・減災対策ＡＩ活用 【790万円】
AIを活用した避難誘導・救助活動の実証実験、AI防災訓練

◆スマート農業推進 【1,200万円】(再掲)

◆GIGAスクール構想推進 【1.5億円】
ICT支援員増員、学習支援ソフト導入

◆保育業務ＩＣＴ化 【1,147万円】
公立保育所園児に係る登園管理等の保育業務のICT化

◆介護施設等介護ロボット技術・ＩＣＴ導入補助 【2.2億円】

◆税・福祉システムのクラウド化 【5,686万円】

◇放課後子ども総合プランＩＣＴ化推進 【4,410万円】
Wi-Fi環境の整備、利用児童の入退出管理のICT化 等

まちのにぎわい創出 【３９.０億円】
◆善光寺御開帳2022関連 【1.0億円】 文化芸術プログラムを中心とした「日本一の門前町大縁日」プレイベントの開催等

善光寺、戸隠、松代を中心に一体的かつ集中的な観光プロモーションと、戸隠神社式年大祭への誘客を実施

◆オリンピックムーブメント促進関連 【4,468万円】 獅子舞、復興花火等の前夜祭、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ、合宿受入れ等

◆長野デザインウィーク～善光寺表参道イルミネーション～ 【6,000万円】

◆川中島古戦場公園再整備【4,297万円】<R4.4供用予定>◆城山公園再整備【3,340万円】（仮称）ながのこども館<R4中供用予定>

◆茶臼山動物園再整備 【1,000万円】 ライオン飼育展示施設等の整備 (◇【1.5億円】)

◆飯綱高原交流拠点施設整備、飯綱高原南グラウンド整備 【2.0億円】 <R4.4供用予定>

◆若穂スマートインター整備 【1.3億円】 用地測量、埋蔵文化財調査実施 <R9中供用予定> 等

◆新型コロナワクチン接種 【19.2億円】

接種費用（自己負担なし）、ｺｰﾙｾﾝﾀｰ運営、接種券送付等

◆新型コロナ感染症対策 【1.7億円】

PCR検査ｾﾝﾀｰ運営、医療機関・保健所でのPCR検査実施等

◆高齢者等新型コロナ感染症検査助成 【2,353万円】
重症化リスクの高い市民の検査費用を一部助成

◆病院・有床診療所感染症対策事業補助金 【9,900万円】

院内集団感染防止のため入院施設を有する医療機関を支援

◆看護専門学校感染症対策事業補助金 【2,000万円】

◆生活困窮者住居確保給付金 【2,592万円】

◇保育所等感染症対策 【9,725万円】

◇学校教育活動感染症対策 【9,400万円】 等

◆推し店プラチナチケット（第2弾） 【6.8億円】 前回の1.5倍
発行総額15億円（5千円（うちﾌﾟﾚﾐｱﾑ2千円）×30万冊）

◆旅行会社送客事業支援金 【1.1億円】
１人１泊当たり5千円分を支援（うちｸｰﾎﾟﾝ発行3千円分）

◆THE EXPO善光寺2021～甲信越戦国物語～ 【3,228万円】
甲府市、上越市と連携した誘客促進事業<R3.9実施予定>

◆「川中島の戦い」博物館常設展示 【8,550万円】
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ屏風等 <R4.4供用予定>

◆地域鉄道、路線バス・タクシー運行支援 【1.8億円】
市民生活に不可欠な移動手段を維持する事業者を支援

◆感染症関連資金融資（預託金） 【35億円】

利子補給金 【1.1億円】、保証料交付金 【2,720万円】 等

感染症対策 地域経済活性化・事業者支援

新産業創出・既存産業成長支援 ＩＣＴ・先端技術の活用

(注) 感染状況を見定め、徹底した感染症対策を行ったうえで、各種事業を実施

（※）◇の事業は、令和２年度３月補正予算計上事業（令和３年度事業実施）

◆移住・定住促進関連【1.2億円】 コロナ禍での地方回帰の高まりから、「移住促進モデル事業」など【1,125万円】を新たに実施


